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４．その他 

 

 

 



令和３年度第１回緑化推進協議会

事前質疑表 資料１

該当ペー
ジ・通番

質問・疑問等 回答

No.1

（質問）保存緑地指定面積の増加を目指すという目的設定は極めて積極的であ
り、緑の保全として好ましいことです。しかし、この目的から見ると最近の宅地
化の拡大に、施策実現の困難さを感じざるを得ません。そこで、現実に市が考え
る保存緑地候補がどの程度あるか、その候補地を保存樹林とするために、どのよ
うな施策を実施するかといった市の考えをお伺いしたい。

（質問の回答）緑と建築課
・具体的な候補地はありませんが，現在，指定している19箇所（25,268
㎡）が減少しないように所有者と連携して保全していきます。そのため
に現在の保存樹林地が適正に管理されているか現場確認を行います。ま
た，毎年度おこなっている市報，ホームページ，ツイッター，地域バス
の中刷り広告等を活用し，「保存樹木・保存樹林地の奨励金制度」を広
く市民に周知し，市内の樹木，樹林地の所有者へこちらから所有者宅へ
訪問するなどしてチラシなどで説明し，指定への勧奨を行います。

No.８

（要望）いわゆる2022年問題が発生しないように考え、また、生産緑地の宅地化
による減少を回避する手だてとして、特定生産緑地適用は重要であると思いま
す。目標にある”周知”について、私の理解では、ほぼ対象となる農家の皆さま
は十分この問題点と対処策について熟慮なさっていると思っています。したがっ
て、今必要なことはさらに一層の市の農地保全への思いを周知することが特に重
要ではないかと考えています。そうした観点から、”制度の周知”に、農地活用
の成功事例や先進的農業の例等を入れ込んだ、制度のみでない、”これからの都
市農業の在り方への市の思い”を周知するよう、要望します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（質問）数字として具体的には公表できないかもしれませんが、特定生産緑地指
定に対する農業従事者の今までの反応や現時点で予想される適用件数など、お知
らせいただきたい。

（要望の回答）まちづくり計画課
・Ｒ３年度の目標については，昨年度の実施計画策定時に確定したもの
なので新たな追記はできかねます。
・農業委員会等と連携し，制度の周知のみならず，農地の活用事例等に
ついても農業従事者の皆様へ周知できるように検討します。
（質問の回答）まちづくり計画課
・平成４年に指定した生産緑地のうち，約85％については，既に特定生
産緑地の指定申請を受け付けています。今年度も申請を受け付け，該当
者全員の意向を確認する予定です。

No.10 

（要望）こくベジプロジェクトが進展し、参加店舗数が拡大していることは素晴
らしい成果であると思いますが、さらに、多くの市外市民への認知拡大を考える
と、一層のメディア活用を図り、こくベジの認知を高める活動が必要と考えま
す。したがって、広報担当の一層の努力をいただき、新聞、TVなど広範囲のメ
ディア活用を考え、市が取り組む当プロジェクトやイベントによるこくベジプロ
ジェクトの意義を数多く発信し、国分寺農家のモチベーションをさらに高める情
報発信を行うため、メディアとのリレーション強化を図ってください。そのため
に市政戦略室の施策として実施計画に組み込むことを検討ください。

（要望の回答）経済課
・Ｒ３年度の目標については，昨年度の実施計画策定時に確定したもの
なので新たな追記はできかねます。
・現状の発信の仕方，今後の発信の仕方の予定
→市広報番組「ぶんぶんチャンネル」（Jcom）に今月のこくベジコー
ナーを設ける等，こくベジの認知度向上を図るため広報媒体を活用した
周知を図っています。また，今後はこくベジ特設サイト（ホームペー
ジ）の運営を行う予定です。今後もこくベジプロジェクト推進連絡会
（JA東京むさし国分寺支店・市商工会・市観光協会等）の構成団体同士
が連携を図り，こくベジの情報発信強化に取り組みます。

No.12
（質問）開発事業に対する適切な指導とあるが、新庁舎・消防署建設に伴う配
慮、建設時の測量を含む監視体制について、今後の方針をお伺いしたい。

（質問の回答）緑と建築課
・消防署施設については，国分寺市湧水等保全審議会の意見に基づき，
措置を求めています。
・新庁舎建設については，現在，基本設計の検討中で，今後具体的な計
画が決まる中で，れき層に影響のある計画については適宜対応していき
ます。



No.21及び
No.46

（要望）R２の目標である親水施設の整備に関して、具体的に整備案通りできな
かったことについては、美しい用水の会として、活動改善を行う必要があり、担
当評価２を激励と理解し同意しますが、R3の目標に親水施設の整備をつけ加えて
いただきたい。

（要望の回答）緑と建築課
・Ｒ３年度の目標については，昨年度の実施計画策定時に確定したもの
なので新たな追記はできかねます。
・目標には定めませんが，親水施設の整備をＲ３年度に行っていく予定
です。

No.24

（要望）R3の目標として「市民・環境に関する市民活動団体等から情報収集」と
なっているがR5の動植物調査をどのような視点で実施するか、さらにその結果に
基づく「生物多様性地域戦略」作成にあたっての市民の考える戦略要望などを取
り纏めてゆく必要がR３には出てくると考えますので「市の環境に関する市民活
動団体からの動植物状況の収集と戦略要望の収集」という目標にしていただきた
い。

（要望の回答）まちづくり計画課
・Ｒ３年度の目標については，昨年度の実施計画策定時に確定したもの
なので新たな追記はできかねます。
・令和５年度の動植物調査は，当市における自然環境の現状，課題や特
性，また，平成27年度に実施した動植物調査結果の経年変化等について
把握し，「生物多様性地域戦略」策定の基礎資料とするほか，計画に定
める具体的な施策等の検討材料とするため実施を予定しています。
　なお，「生物多様性地域戦略」検討のため，市民参加によるワーク
ショップ（意見交換会）の開催やパブリックコメントを実施し，市民等
の意見を反映する機会を設ける予定をしております。

No.31及び
No.39

(意見）宅地開発により提供を受ける公園は規模が小さいこと、また新規住民の
公園に対する関心が低いこともあり、市民参加の整備が思うように進捗していな
いのが現状であると思います。公園近隣の住民の関心を引き付けるためには、住
民が移住後、近隣の住民の意向を聞く場を設け、意見集約し、公園造作を行うと
いうステップを踏むようにし、公園に対する関心を高めるプロセスをつくり上げ
ていただきたい。

（意見の回答）緑と建築課
・開発事業に伴う提供公園については，整備位置や内容の協議時には近
隣の既存公園等を考慮して協議しています。また，協議時には開発事業
による新規の住民の方は居住していないため，意見を聴くことはできま
せん。公園を開園し新規の住民の方が居住されていく中で要望等を聞い
ている状況です。

No.４２

（意見）市民からの要望がなかったため東京都に要望は行っていないとのことで
あるが、それは指定された道路開発の際に街路樹に対する要望がないということ
であると理解します。しかし、今まで、指定された道路以外でも街路樹に対する
様々な市民要望がありました。また識見者からの意見もあったと思います。そこ
で、こうした過去の様々な街路樹に対する市民の要望をふまえて、市として街路
樹をどうしたいかという観点で、東京都に対し市の要望を出すことを考え、令和
3年の目標に設定すべきではないかと考えますので、検討をお願いします。

（意見の回答）まちづくり計画課
・Ｒ３年度の目標については，昨年度の実施計画策定時に確定したもの
なので新たな追記はできかねます。
・東京都が施行する都市計画道路に関しては，道路整備時に市民等から
の意見を踏まえ，東京都へ要望を行うことを検討いたします。

No.54
(要望）従来10月末から11月初旬にかけて草花の球根、種を配布していただいた
が、配布のタイミングを少し早めること、さらに1回ほど夏蒔きの草花の配布を
していただけないだろうか？

（要望の回答）緑と建築課
・公園サポート事業で実施している草花の球根や種の配付時期について
は，団体の要望を確認しながら検討していきます。



基本方針

１．緑と水の保全・活用
施策の方向

（１）崖線樹林地や雑木林などの保全・再生・活用

1

①緑地保全
制度の指定
による樹林
地の保全

緑と建築課
　保存指定
樹林地制度
による保全

特に保全が望まれる重要な
樹林地については，「緑確保
の総合的な方針（東京都・区
市町村の合同策定）」の位置
付けを踏まえ，緑の保護と推
進に関する条例に基づく保存
樹林地指定により保全します。

保存樹林地の指定を継続しました。
区域を１件拡大，１件縮小して合計で68㎡
増加，累計25,268.27㎡（19か所）。

保存樹林地の指定を継続しま
す。

保存樹林地の指定を継続しました。
25,268.27㎡（19か所）

評価３ 合計25,268㎡ （19か所）以上
引き続き指定の継続をするとともに，指
定面積の増加を目指していきます。

2
②良好な樹
林地の公有
地化

緑と建築課
　樹林地の
公有地化の
推進

　市が借地契約をしている民
有樹林地のうち，次世代に引
き継ぐべき良好な樹林地につ
いては公有地化を進めます。

恋ヶ窪樹林地（都市計画名：恋ヶ窪緑地）の
敷地を拡大して，公有化しました。
また，全体的に園路やベンチ等を設置する
整備をして，リニューアルしました。

借地契約している樹林地につ
いて，将来確保していけるよう，
都区市町村で策定する「緑確保
の総合的な方針」の確保地に
位置付けます。

Ｒ２年度に改定した「緑確保の総合的な方
針」に借地契約している樹林地を確保地とし
て位置付けました。

評価３
・借地契約して開園                     
・公有地化の検討

借地契約を継続していき，公有地化の
検討もしていきます。

3 緑と建築課

　萌芽更新
などによる
樹林地の若
返り・再生

　雑木林は，市民等の協力を
得て萌芽更新などを実施して
樹林地の若返り・再生を図り，
良質・良好な緑を次世代に引
き継ぎます。

西恋ヶ窪緑地の約1,200㎡について市民団
体と協力して，樹木更新を実施し，樹林地
の若返り・再生を図りました。

西恋ヶ窪緑地の樹木更新を市
民団体と協力して実施し，樹林
地の若返り・再生を図ります。

西恋ヶ窪緑地の約700㎡について市民団体
と協力して，樹木更新を実施し，樹林地の
若返り・再生を図りました。

評価３ 新規に100㎡以上を実施　
西恋ヶ窪緑地の樹木更新を市民団体と
協力して実施し，最低100㎡の樹林地
の若返り・再生を図ります。

4 緑と建築課
　樹林地の
適切な維
持・管理

 　市民等の協力を得て，適切
な樹林地の維持・管理を実施
するとともに，保存指定樹林地
等の民有樹林地については，
所有者に対し適切な維持・管
理を依頼します。

公有樹林地２か所（西恋ヶ窪緑地及び恋ヶ
窪樹林地）で市民と協働して，下草刈り等の
維持管理を行いました。保存指定樹林地に
ついては，所有者に適切な維持管理の依
頼を継続実施しました。

公有樹林地２か所（西恋ヶ窪緑
地及び恋ヶ窪樹林地）の協働維
持管理をします。また，保存指
定樹林地については，所有者
に適切に維持管理の依頼を継
続します。

公有樹林地４か所（西恋ヶ窪緑地・恋ヶ窪樹林
地・姿見の池緑地・恋ヶ窪用水路周辺緑地）で
市民と協働して，下草刈り等の維持管理を行い
ました。存指定樹林地については，所有者に適
切な維持管理の依頼を継続実施しました。

評価３

・公有樹林地４か所を市民と協
働で維持管理                                                   
・保存樹林地19か所以上で適
切な維持管理の依頼

公有樹林地４か所（西恋ヶ窪緑地・恋ヶ
窪樹林地・姿見の池緑地・恋ヶ窪用水
路周辺緑地）の協働維持管理をしま
す。また，保存樹林地については，所
有者に適切に維持管理の依頼を継続
します。

施策の方向
（２）屋敷林・社寺林などの保全・活用

5

①武蔵野の
原風景を構
成する屋敷
林などの保
全

緑と建築課
　保存樹木
への指定

　良好な屋敷林については，
所有者の同意を得て，保存樹
木に指定して保全します。

保存樹木指定は，320本継続しました。
新規16本，道路拡幅や老木化などの理由
から解除17本ありました。

保存樹木指定は320本継続しま
す。所有者の同意を得て，保存
樹木の新規指定を行います。

保存樹木指定は326本継続しました。新規10本
と枯損による倒木などの理由から４本解除があ
りました。

評価３ 合計325本以上
引き続き保存樹木指定の継続をしてい
きます。所有者の同意を得て，保存樹
木の新規指定を行います。

6

②本市の歴
史・文化を伝
える社寺林
の保全

緑と建築課

　より緑の
保全に適し
た制度の導
入検討

　都市計画公園・緑地として都
市計画決定されている社寺林
について，特別緑地保全地区
等の緑の保全に適した制度導
入を検討します。

緑と建築課窓口において，東京都発行の
「特別緑地保全地区制度のあらまし」を配架
しました。
都市計画決定をしている社寺林についての
特別緑地保全地区の導入の相談はありま
せんでしたが，新規に特別緑地保全地区指
定に向けた協議を行いました。（継続中）

都市計画決定をされていること
に限らず，特別緑地保全地区
の導入の検討をします。

西恋ヶ窪一丁目の樹林地について，地権者と協
議し，今後，特別緑地保全地区に指定していくこ
ととしました。

評価３

Ｒ３年度からの実施計画の施策として
いないため，目標値としては定められ
ておりませんが，引き続き指定に向け
て手続を進めていきます。

ふるさと文
化財課

総合文化財調査における名勝・天然記念物
分野の調査として屋敷林を主として樹木調
査を実施しました。また，市刊行物「国分寺
市の文化財」を増刷する際に市重要天然記
念物に関する詳細な説明を付け加えまし
た。

引き続き，総合文化財調査にお
ける名勝・天然記念物分野にお
ける調査を実施します。

コロナ禍により名勝・天然記念物の訪問調査は
実施しませんでした。

評価１ 樹木調査
社会状況を鑑み可能な時期に再開した
い。

緑と建築課

選定されている名木の現況確認を行った結
果，適切に維持されていることを確認しまし
た。
※平成29年度に，所有者及び近隣自治体
にパンフレット作成についての聞き取り調査
を実施した結果，パンフレットは作成しない
こととしています。

選定されている名木の現況確
認を行います。

選定されている名木の確認を行った結果，適切
に維持されていることを確認しました。

評価３

Ｒ３年度からの実施計画の施策として
いないため，目標値としては定められ
ておりませんが，引き続き選定されてい
る名木の現況確認を行います。

国分寺市緑の基本計画実施計画  実績管理票

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方

③適切な維
持・管理によ
る樹林地の
保全・再生

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方

7

③地域のシ
ンボルとして
親しまれて
いる樹林の
保全

　天然記念
物や名木の
周知

　市指定の天然記念物や名木
指定されている樹木は，次世
代に引き継ぐべき貴重な地域
のシンボルとなる緑であるた
め，保存指定により引き続き
保全するとともに，土地所有者
の同意を得てパンフレット等に
よって周知します。

評価分類
評価４：　「目標値を上回った」又は「前年度実績を上回った」
評価３：　「目標値を達成した」又は「前年度と同様の実績があった」
評価２：　「目標値を下回った」又は「前年度実績を下回った」
評価１：　「目標値を定めたが未実施であった」又は「実績がなかった」
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施策の方向
（３）優良な農地の保全・活用

まちづくり
計画課

・６件（約0.306ha）の追加指定を行い，削除
５件（約0.583ha）と合わせると，生産緑地の
累計は261件（面積約122.36ha）となりまし
た。
・新たな制度（特定生産緑地）の周知につい
ては，平成４年指定の生産緑地の所有者に
申請書を送付するとともに，制度の説明会
を計４回開催いたしました。また，農業委員
会主催の懇談会に参加し情報提供をいたし
ました。
・追加指定の拡充については，国分寺市ま
ちづくり条例に基づき，農業従事者への周
知を高めるため，市民との懇談会を市役所
にて開催いたしました。また，国分寺市生産
緑地地区指定基準の運用基準を改正し，農
地法による転用の届出が行われた農地の
追加指定に関する基準を緩和いたしまし
た。

・新たな制度を農業者へ周知
・追加指定の拡充

・６件（約0.471ha）の追加指定を行い，削除19件
（約2.969ha）と合わせると，生産緑地の累計は
256件（約120.04ha）となりました。
・新たな制度（特定生産緑地）の周知について
は，該当者に申請書等を送付するとともに，制
度の説明会を５日間設けました。また，農業委
員会主催の懇談会に４回参加し情報提供を行
いました。
・R１年度に申請のあった169件，約61.37haを特
定生産緑地に指定しました。
・追加指定の拡充については，国分寺市まちづ
くり条例に基づき，農業従事者への周知を高め
るため，市民への説明会を市役所にて開催いた
しました。また，昨年度改正した国分寺市生産
緑地地区指定基準の運用基準の緩和内容につ
いて，チラシを作成し，JA及び農業委員会に配
架・回覧等のご協力いただき農業従事者に周知
を行いました。

評価３
・制度の周知
・追加指定の実施

・特定生産緑地の周知については，H４
年指定の生産緑地の申請の締め切り
がR３年度となるため，引き続き農業委
員会やJAと協力し，該当者全員の意向
が確認できるよう説明会や戸別訪問を
実施いたします。

・近年，生産緑地は大幅に減少してお
り，農地の宅地化が進んでいます。生
産緑地は，地域のまちづくりに様々な
効用をもたらすことから，生産緑地制度
について説明会等で周知し追加指定
の促進を図ります。

経済課

農業委員会により，８月20日付けで市長・議
長宛に「国分寺市農業・農地に関する意見」
を提出し，この中で生産緑地地区指定に関
する要件緩和の要望をしました。また，農業
委員会主催の地区別懇談会（11月８日・11
日・12日・15日）の開催や農業委員会だより
（６月・10月・３月）の発行などを通じ，農業
者に制度周知を実施しました。

農業者への制度周知

農業委員会主催の地区別懇談会（11月４
日・５日・12日・13日）の開催や農業委員会
だより（２月）の発行などを通じ，農業者に制
度周知を実施しました。地区別懇談会は39
人の農業者の参加があり，農業委員会だよ
りは農業者全戸に配布を行い周知につなが
りました。

評価３
・地区別懇談会４回開催
・農業委員会だより１回掲載

引き続き周知に向けた取組を継続をし
ていきます。

緑と建築課　
Ｒ２年度は，都市公園整備に適する生産緑
地の買取申出はありませんでした。

評価３
生産緑地担当と連携し，必要に
応じて取得

関係課との情報共有を密にし，必要に
応じて公有化を検討していきます。

まちづくり
計画課

関係各課に情報提供を行いました。 評価３ 関係課に情報提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関係課と情報共有していきます。

学務課

26．5％（単年）
【内容】小学校10校の地場産野菜使用率
は，小学校給食で各校の栄養士が地場野
菜の使用について積極的に取り組み，農家
と調整を行いながら納品を進めた結果，前
年度を上回りました。
　また，栄養士，契約農家との話し合いは令
和元年度も２回開催し，野菜の納入につい
て確認行うなど相互理解を深めました。小
学校２校では，農家の方が講師となり，トウ
モロコシや枝豆の地産野菜について授業も
行っていただきました。

学校給食における地場産野菜
使用量割合30％

27.9%　（単年）
【内容】小学校10校の地場産野菜使用率は，前
年度を上回りました。新型コロナウイルス感染
症防止対策のため，年２回行っていた栄養士と
契約農家との話し合いは中止となりましたが，
野菜の納入について，今まで積み上げた良好な
関係のもと栄養士と農家で各校において確認を
しながら，地場産野菜を積極的に取り入れまし
た。

評価３ 30%
引き続き栄養士と契約農家の話し合い
を行い，地場産野菜を使用できるよう
に連携していきます。

緑と建築課
開発緑化指導時における地場苗木の使用
を要請したところ，52件中４件で使用されま
した。

開発緑化指導時における地場
苗木の使用要請を継続します。

開発緑化指導時における地場苗木の使用
を要請したところ，50件中９件で使用されま
した。

評価３
全ての案件で地場苗木・樹木の
使用を要請

引き続き地場苗木・樹木の使用を要請
を実施していきます。地場苗木・樹木を
使用できない理由の把握を行います。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方

8

①生産緑地
地区の指定
による農地
の保全

　生産緑地
地区の追加
指定の継続

　農地の生産緑地地区への追
加指定を継続します。

9

　都市公園
整備等に向
けた買い取
り

　生産緑地地区の買取申出が
あった場合には，都市公園等
の整備計画を踏まえ，必要に
応じて取得を図ります。

買取申出のあった土地について検討を行
い，取得しないことに決定しました。（西町）

買取申出地に対して計画的に
公有化を検討します。
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10
②農業経営
環境の向上

　地産地消
の促進

　農業従事者の生産意欲の向
上及び農業経営の安定化，並
びに市民の市内農業への理
解を深めるため，学校給食等
における地場野菜の利用を促
進するとともに，市内の緑化活
動においても地場苗木を利用
してもらうことにより，地産地消
を促進します。

経済課

こくベジプロジェクトを支援するための新た
な組織として，ＪＡ・商工会・観光協会と連携
しこくベジプロジェクト推進連絡会を立ち上
げ，下記の事業を実施し，地場産農畜産物
の地産地消に取り組みました。
■こくベジメニュ提供店の拡大
前年度に目標達成したメニュー提供店舗数
について，今年度も加入周知した結果，101
店から105店に拡大しました。
■こくベジの消費拡大及びこくベジメニュー
提供店ＰＲ事業
期間限定イベントとして，７月５日～15日の
11日間に渡り38店舗が参加し「トマトフェス
タ」を，２月22日～３月３日の11日間に渡り
28店舗が参加し「うどフェスタ」を開催しまし
た。多くの消費者に期間限定のこくベジの
特別メニューを堪能してもらいました。また，
５月27日にてのわ市と合同で「こくベジのじ
かん」を，12月２日に「こくベジのじかん　クリ
スマス・マルシェ」を開催し，市内外から多く
の人を呼び込み，多くの交流が生まれこくベ
ジの認知度向上と消費拡大につなげること
ができました。　
■その他ＰＲ事業
日立製作所中央研究所からの出展依頼に
より，10月31日に開催された「デジタル多摩
シンポジウム2019in国分寺」に参加し，日立
のデザイナーと共にシンポジウム参加者へ
本プロジェクトの取組をＰＲ。11月15・16日に
東京都・多摩30市町村主催の「多摩の魅力
発信イベント（多摩の超文化祭）」にこくベジ
メニュー提供店のＳＷＩＴＣＨ国分寺と一緒に
ブース出店し，こくベジ（野菜・花苗）やこくベ
ジを使用したスープを販売し，都心に住んで
いる方や観光客に対して，大いにＰＲしまし
た。緑農住まちづくり研究会が12月３日に主
催した「緑農住まちづくり国際ワークショッ
プ」では，アメリカ・カナダ・イギリスの研究者
が参加し，本プロジェクトの取組をエクス
カーションしました。

こくベジプロジェクト推進連絡会
による，こくベジの消費拡大と
地産地消の推進

こくベジプロジェクト推進連絡会により，下記
の事業を実施し，地場産農畜産物の地産地
消に取り組みました。
■こくベジメニュー提供店への登録
新型コロナウイルス感染症の影響により，9
店舗が閉店した一方，新たに４店舗が加わ
り，100店舗となった。
■こくベジの消費拡大及びこくベジメニュー
提供店ＰＲ事業
新型コロナウイルス感染症対策として，予
定していたイベント（トマト・うどフェスタ，こく
ベジのじかん，こくベジのじかんクリスマス・
マルシェ）を中止した。
■その他ＰＲ事業
・GapJapan株式会社と全国初となる団体へ
の衣装提供サポート契約を締結し，Ｔシャツ
等の提供を受け，こくベジプロジェクト推進
連絡会や各委員の活動において，SNSを活
用して本取組（Local Hero&Gap）を発信し，
こくベジの認知度向上を図った。
・こくぶんじカレッジ・国分寺市駅周辺整備
課と合同で，セレオ国分寺９階レストランフ
ロアにてこくベジの取組に係る展示を行い，
ＰＲを図った。
・各種メディアから取材を受け，本プロジェク
トの取組を宣伝した。

評価３
・産直マルシェ３回
・期間限定イベント２回

これまでの取組を継続するとともに，新
型コロナウイルス感染症の拡大によ
り，Ｒ２年度に実施できなかったイベン
ト等の開催に向けた取組を進める。
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施策の方向
（４）水環境の保全・活用

11 緑と建築課

　樹林地保
全による湧
水量の安定
確保

　湧水量の安定確保に向け，
湧水の涵養域にある樹林地を
保全します。

　市域内湧水量に貢献する国分寺崖線上部の
市管理樹林地（西恋ヶ窪緑地，恋ヶ窪樹林地，
日吉町開放樹林地，恋ヶ窪用水路周辺緑地）及
び崖線緑地保全地域（西町，泉町，東元町，西
元町）の維持管理を実施し保全しました。

市樹林地及び緑地保全地域の保
全を行います。

市域内湧水量に貢献する国分寺崖線上部の
市管理樹林地（西恋ヶ窪緑地，恋ヶ窪樹林地，
日吉町開放樹林地，恋ヶ窪用水路周辺緑地）及
び崖線緑地保全地域（西町，泉町，東元町，西
元町）の維持管理を実施し保全しました。

評価３

Ｒ３年度からの実施計画の施策として
いないため，目標値としては定められ
ておりませんが，引き続き市樹林地及
び緑地保全地域の保全を行います。

12 緑と建築課

　湧水量の
安定確保に
向けた開発
事業の適切
指導

　湧水量の安定確保に向け，
「国分寺市まちづくり条例」に
基づく開発事業手続きの際に
適切な指導を実施します。

崖線区域での開発計画について，まちづくり条
例に基づく地下水観測の必要性があるかの協
議を行いました。（継続中）

湧水源周辺の開発事業における
事業者への条例に基づく指導を実
施します。

湧水源周辺の開発事業における事業者への条
例に基づく指導を実施しました。

評価３ 全ての対象案件に対し，協議 引き続き協議を実施していきます。

13
環境対策
課

　地下水の
適正利用要
望

　地下水利用者が取水する際
は，東京都環境確保条例の規
定に基づき適正な利用を要望
します。

東京都環境確保条例に基づき，揚水機の出力
が300Wを超える揚水施設により地下水を揚水
している市内13の事業所等から，揚水量報告を
提出していただきました。いずれも異常は確認
されませんでした。

揚水量報告による地下水の取水
状況を継続して把握・監視します。

東京都環境確保条例に基づき，揚水機の出力
が300Wを超える揚水施設により地下水を揚水
している市内13の事業所等から，揚水量報告を
提出していただきました。いずれも異常は確認
されませんでした。

評価３ 該当する市内全事業者
揚水量報告による地下水の取水状況
を継続して把握・監視します。

14
環境対策
課

　地下水の
汚染防止

　湧水の水質保全に向け，東
京都と連携して事業活動に起
因する地下水の汚染防止を図
ります。

 地下水汚染の原因となる土壌汚染対策として
「東京都土壌汚染対策指針」に基づき，地下水
調査実施の連携を図りました。

事業活動に起因する地下水の汚
染を防止するため，継続して東京
都と連携します。

 地下水汚染の原因となる土壌汚染対策として
「東京都土壌汚染対策指針」に基づき，地下水
調査実施の連携を図りました。

評価３
井戸水の測定結果が環境基準
以下

事業活動に起因する地下水の汚染を
防止するため，継続して東京都と連携
します。

15
ふるさと文
化財課

　湧水地の
親水空間と
しての活用

　お鷹の道・真姿の池湧水群
等の湧水地を自然にふれ，学
ぶことができる親水空間として
活用します。

史跡ガイドボランティアの定点案内２回実施しま
した。（10月訪問者　128名，11月訪問者　256
名，合計　384名）

史跡ガイドボランティアの定点案
内を実施します。

コロナ禍により史跡ガイドボランティアの定点案
内は実施しませんでした。

評価１
・景観の維持管理
・史跡ガイドボランティアの継続

社会状況を鑑み可能な時期に再開した
い。

16 緑と建築課

　市民等と
協働による
湧水地の維
持・管理

　湧水地及びその周辺の清掃
や保全活動等の維持管理に
ついては，市民等と協働で進
めます。

市民団体と協働して姿見の池緑地周辺の水路
の清掃を実施しました。

市民団体による湧水地周辺の水
路清掃等を実施します。

市民団体と協働して姿見の池緑地周辺の水路
の清掃を実施しました。

評価３
姿見の池緑地において，協働で
維持管理

市民団体との協働による湧水地周辺
の水路清掃等を実施します。

17 下水道課

　民間施設
に対する雨
水浸透施設
の設置協力
の要望

　住宅等の民間施設に対し，
雨水浸透ます等雨水浸透施設
の設置協力を要望します。

雨水浸透ます等雨水浸透施設の設置の協力を
継続して要請しました。（計3,149基・トレンチ
2055m）

雨水浸透ます等雨水浸透施設の
設置の協力を継続して要請しま
す。

雨水浸透ます等雨水浸透施設の設置の協力を
継続して要請しました。（計2,473基・トレンチ849 
m）

評価３ 雨水浸透施設設置の協力要請
雨水浸透ます等雨水浸透施設設置の
協力を継続して要請します。

18 下水道課

　開発事業
に伴う雨水
浸透施設の
設置促進

　開発事業においては，「国分
寺市まちづくり条例」に基づ
き，雨水浸透ます及び雨水浸
透トレンチなどの設置を促進し
ます。

開発事業及び公共施設に対する協議の際に，
雨水浸透施設の設置に適さないものを除く52件
について雨水浸透施設の設置を指導し，全てに
おいて設置をすることで了承を得ました。

開発事業案件における雨水浸透
施設の設置を指導します。

開発事業及び公共施設に対する協議の際に，
雨水浸透施設の設置に適さないものを除く47件
について雨水浸透施設の設置を指導し，全てに
おいて設置をすることで了承を得ました。

評価３
開発事業案件における雨水浸
透施設の設置協議

開発事業案件における雨水浸透施設
の設置を指導します。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R1年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方

①湧水の保
全・活用

②地下水涵
養の促進
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契約管財
課

庁舎敷地内において，公共施設整備がなかっ
たためです。

雨水浸透ますや雨水浸透トレンチ
などの雨水浸透施設は新庁舎移
転を見据えつつ設置を図ります。

庁舎敷地内において，公共施設整備がなかった
ため設置していません。

評価１ 新庁舎建設の設計

Ｒ３年度からの実施計画の施策として
いないため，目標値としては定められ
ておりませんが，引き続き継続していき
ます。

教育総務
課

第四小学校増築棟増築工事に伴い，雨水浸透
施設の設置についても進めている。

第二小学校増築棟設置工事の
際．薄い浸透施設の設置を進め
る。

第二小学校増築棟工事において，予定どおり雨
水浸透ますの設置を行った。

評価３

Ｒ４年度に第七小学校の校舎増築工事
を予定しており，Ｒ３年度に実施する設
計において，雨水浸透ます等の設置を
検討する。

緑と建築課
地下水位観測（35箇所），湧水量観測（12箇所）
を実施した結果，地下水位及び湧水量の異常
は確認しませんでした。

地下水位観測（35箇所），湧水量
観測（12箇所）の地下水，湧水の
観測を継続します。

地下水位観測（35箇所），湧水量観測（12箇
所）を実施した結果，地下水位及び湧水量
の異常は確認しませんでした。

評価３
地下水位観測（35か所），湧水
量観測（12か所）

引き続き観測を継続します。

環境対策
課

国分寺市内の水環境等の分析調査により現況
把握を行うとともに，経年的なデータ変化を把握
するための基礎素量とするため以下の調査を
行いました。その結果異常は確認されず，所有
者，関係機関等に報告しました。
・野川水質分析調査及び野川底質分析調査　　　　
押切橋，一里塚橋，鞍尾根橋,の３地点で年７
回，底質分析調査は，一里塚橋で年1回行いま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・湧水水質分析調査
　真姿の池,，東経大で年６回行いました。
・池水分析調査
　姿見の池上流，姿見の池下流で年1回行いま
した。
・井戸水調査
　市内20地点で年1回行いました。

地下水の水位や湧水等の水量，
水質に関する調査を継続して実施
します。
野川水質分析３地点×７回
野川底質分析１地点×１回
湧水水質分析２地点×６回
井戸水調査20地点×１回の調査

国分寺市内の水環境等の分析調査により現況
把握を行うとともに，経年的なデータ変化を把握
するための基礎素量とするため以下の調査を
行いました。その結果異常は確認されず，所有
者，関係機関等に報告しました。
・野川水質分析調査及び野川底質分析調査
　押切橋，一里塚橋，鞍尾根橋,の３地点で年７
回，底質分析調査は，一里塚橋で年1回行いま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・湧水水質分析調査
　真姿の池,，東経大で年６回行いました。
・池水分析調査
　姿見の池上流，姿見の池下流で年1回行いま
した。
・井戸水調査
　市内20地点で年1回行いました。また，有機
フッ素化合物の調査を６か所で行いました（１か
所欠測）。

評価４

・野川水質分析３地点×７回
・野川底質分析１地点×１回
・湧水水質分析２地点×６回
・井戸水調査20地点×１回の調
査

地下水の水位や湧水等の水量，水質
に関する調査を継続して実施します。

駅周辺整
備課

国分寺駅北口地区再開発事業区域及び周辺の
地下水位観測４箇所及び水質観測各11箇所，
湧水量観測１箇所を実施しました。
水位・水質・湧水量ともに全体的に例年とほぼ
同傾向でしたが，交通広場の地下自転車駐車
場箇所のみ，工事が始まった平成30年度より，
水温・pH・RpH値がやや上昇していました。委託
業者の見解では，過去の類似事例からしても一
時的なもので，元の値に戻っていくものと予想さ
れていますが，引続きモニタリングを継続する
必要があります。

国分寺駅北口地区再開発事業区
域及び周辺の地下水位観測４箇
所及び水質観測各11箇所，湧水
量観測１箇所を実施し，再開発事
業による工事の影響について継続
調査します。

国分寺駅北口地区再開発事業区域及び周辺の
地下水位観測11箇所及び水質観測各10箇所，
湧水量観測２箇所を実施しました。水位・水質・
湧水量共に例年とほぼ同じ傾向でした。また，Ｈ
31年度後半～Ｒ２年度について，水温・RpH・pH
は工事前と同じ水準となりました。（委託業者か
らの報告書に資料があります。）　

評価３

国分寺駅北口地区第一種市街地再開
発事業に伴い，殿ケ谷戸庭園及び周
辺の地下水に影響が及ぶことが懸念さ
れたため，Ｈ４年度から継続して調査を
行ってきましたが，再開発事業に伴う
変化・異状は生じていません。再開発
事業がＲ２年２月３日に完了したことに
伴い，本調査もＲ２年度をもって終了と
することとしました。

21 緑と建築課

　砂川用水
及び恋ヶ窪
用水等の親
水化整備等
の検討

　砂川用水や恋ヶ窪用水等に
ついて，用水の親水性の向上
に配慮した整備等を検討しま
す。

砂川用水路の親水施設について，安全に考慮
して護岸整備をしました。

砂川用水の親水施設について，整
備をします。

並木町の親水施設（砂川用水）でより親しまれ
るよう親水施設の改善を検討しました。

評価２
姿見の池緑地内水路の整備内
容の検討

姿見の池緑地内の水路について親水
化整備の検討を市民と行います。

22
ふるさと文
化財課

　胎内堀跡
周辺の保
全・活用

　胎内堀跡周辺については，
貴重な歴史的資源として保全・
活用を進めます。

総合文化財調査にともなう調査を実施し，恋ヶ
窪村分水mapの制作については，令和２年度の
発行に向けて編集作業をおこないました。

総合文化財調査にともなう調査を
実施します。

胎内堀について緑と建築課とともに現地調
査を実施しました。また，他自治体の先行事
例を視察しました。

評価４ 調査準備・調査

緑と建築課と連携し調査を行います。
調査結果を踏まえ市重要文化財指定
に向けて文化財保護審議会に諮問致
します。

23 緑と建築課

　野川流域
河川整備計
画に基づく
早期整備を
東京都に要
望

　治水対策，親水空間の創
出，生態系保全等を図るた
め，「野川流域河川整備計画
（平成18年３月　東京都）」に基
づき，野川親水化の早期整備
を東京都に要望し協議を行い
ます。

関係団体と組織している東京河川改修促進連
盟や野川・仙川改修促進期成同盟において，早
期改修の要望を行いました。
市民に対しては，野川整備の機運を高めるべ
く，まちづくりと野川に関する懇談会の開催を予
定しましたが，感染症予防対策のため延期とな
りました。

　東京都との協議及び整備要望の
ほか，地元への情報提供を行いま
す。

関係団体と組織している東京河川改修促進連
盟や野川・仙川改修促進期成同盟において，早
期改修の要望を行いました。
市民に対しては，野川整備の機運を高めるべ
く，まちづくりと野川に関する懇談会の開催を行
いました。

評価３
　東京都への要望及び市民懇
談会を開催

　東京都との協議及び整備要望のほ
か，市民への機運醸成を行います。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方

19
②地下水涵
養の促進

　公共施設
整備におけ
る雨水浸透
施設の設置
推進

　市が設置する学校，保育園，
市役所等の公共施設について
は，公共施設整備にあたり，
雨水浸透ますや雨水浸透トレ
ンチなどの雨水浸透施設の設
置を推進します。

20
③水環境に
関する実態
調査の実施

　湧水・地下
水・野川等
に関するモ
ニタリング
調査の実施

　地下水の水位や湧水等の水
量，水質に関する調査につい
て，定期的に実施します。

④用水及び
野川の保
全・復元

5 ページ



２．生態系の保全・回復
施策の方向
（１）生物の生息空間の保全・整備

24
①市内の生
物の実態把
握

まちづくり
計画課

　市内の生
息生物の実
態把握と環
境影響評価
指標の基礎
ﾃﾞｰﾀとして
の活用

　市内の生息生物について，
市民活動団体や教育・研究機
関などの協力を得て実態の把
握を目指すとともに，環境影響
評価指標の基礎データとして
の活用を目指します。

・平成27年度に実施した動植物の経年変化によ
る状況を把握するため，「身近な生きものさがし
春・夏編」と題して，市報・ＨＰで広報し，市内に
生育・生息する指標種８種類（昆虫類，鳥類，植
物，両生類・は虫類）の他，市内で目撃した生き
もものに関する情報収集を実施しました。
実施期間：平成31年４月１日から令和元年10月
31日（報告書提出期限11月15日まで）
報告者数：59人　報告件数：239件

・姿見の池において，生物多様性保全のため，
外来種であるアメリカザリガニの捕獲を親子向
けに実施するとともに，講師（環境アドバイ
ザー）を招き外来種が生態系に及ぼす被害につ
いての講義や水辺に生息する生物についての
観察等を２回実施しました。参加した保護者へ
のアンケート集計結果から好評なイベントであ
ることがわかりました。
参加者数：80名「各回40名（定員40名）」
捕獲数：83匹（１回目：48匹，２回目：35匹）
講師である環境アドバイザーより，昨年度と比
較して捕獲数や捕獲したザリガニのサイズが小
さくなってきていることから，一定程度駆除の効
果が表れてきている，という見解をいただけまし
た。

・平成27年度に実施した，動植物
調査後の経変変化による生息生
物の実態把握のため，市民活動
団体や事業者（イノベーション創生
による地域活性化に向けた包括
連携協定）等の協力を得て情報収
集を実施いたします。
また，動植物調査の実施につきま
しては，生物多様性の保全施策を
目的とし「生物多様性地域戦略」
の策定と合わせ，市内に生育・生
息する生きものについて把握でき
るよう検討を行っていきます。

・生物多様性保全のため，外来種
であるアメリカザリガニの捕獲及び
講師による環境学習を親子向けに
実施し，外来種駆除の一端を担う
とともに，より環境に興味や関心を
持ってもらえるようなイベントとい
たします。

・Ｈ27年度に実施した，動植物の経年変化によ
る状況を把握するため，市民活動団体等の協
力を得て，姿見の池保全緑地地域での植物相
調査結果等について情報提供を受けました。
また，２回目となる市内での動植物調査をＲ５年
度に実施（予定）し，その結果等を基に「生物多
様性地域戦略」の策定（予定）を国分寺市総合
ビジョンに新たに位置付けました。

・新型コロナウイルス感染症対策のため環境学
習イベント「アメリカザリガニ捕獲大作戦」は中
止としました。

評価２
市民・環境に関する市民団体等
から情報収集

・市内の動植物の経年変化の実態を把
握するため，引き続き，環境に関する
市民団体等から情報を収集していきま
す。
また，収集した情報については，Ｒ６年
度に策定を予定している「生物多様性
地域戦略」の基礎資料として活用を予
定しています。

．環境学習イベントの開催については，
新型コロナウイルス感染症による，国
等の動向や感染症の状況を鑑み，開
催の有・無について検討を行います。
また，中・高生や20代へ向けたイベント
の在り方についても併せて検討してい
きます。

25
②ビオトープ
の保全・整
備

緑と建築課

　拠点的な
緑・水辺に
おけるビオ
トープの保
全

　多様な生物が生息・生育す
る緑と水の拠点は，ビオトープ
として保全するとともに，市民
等の協力を得ながら，適切な
維持管理を実施します。

西恋ヶ窪緑地の大規模な自然空間について，
安心安全で，隣地状況等にも配慮した適切な緑
地の維持管理を市民団体と協働で実施しまし
た。
姿見の池緑地について，市民団体と協働で水
路箇所の清掃などの維持管理を実施しました。

適切な維持管理による生物生息
空間の保全を実施します。

西恋ヶ窪緑地の大規模な自然空間について，
安心安全で，隣地状況等にも配慮した適切な緑
地の維持管理を市民団体と協働で実施しまし
た。
姿見の池緑地について，市民団体と協働で水
路箇所の清掃などの維持管理を実施しました。

評価３
西恋ヶ窪緑地，姿見の池緑地
において協働で維持管理

適切な維持管理による生物生息空間
の保全を市民団体と協働で実施しま
す。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方
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基本方針

３．公園・緑地の整備
施策の方向
（１）都市公園・緑地の配置の考え方

26
①街区公園
の配置の考
え方

緑と建築課

　都市計画
決定済公園
の整備と配
置の適正化

　都市計画決定されている街
区公園は，引き続き整備を進
めるとともに，整備の際には誰
もが気軽に利用できるよう徒
歩圏内（概ね250ｍ）に配置す
るよう考慮します。
　なお，街区公園の配置が困
難な区域においては，近隣に
ある代替可能な比較的大きな
公園によって，街区公園の機
能を確保します。　

都と市区町村が策定する「都市計画公園・
緑地の整備方針」及び「緑確保の総合的な
方針」の改定にあたり，今後優先的に整備
していく箇所と確保していく箇所の整理を行
いました。
公園空白地帯である内藤地区に街区公園
を整備するために都市計画決定をしまし
た。
「整備計画」の策定に向け他自治体の事例
を研究し，どのような計画にすべきかの検
討を行いました。

令和元年度に都市計画決定さ
れた街区公園について，整備を
進めます。

都市計画決定した内藤さつき公園につい
て，既存公園部を拡充すべく隣接地を公有
化し市民懇談会を実施して整備内容につい
ての意見を聴きながら設計を行いました。

評価３ 内藤さつき公園の整備
R２年度に作成した設計に基づき，整備
を行っていきます。

27

②近隣公
園・地区公
園の配置の
考え方

緑と建築課

　都市計画
決定済公園
の整備と公
園空白地帯
での優先整
備

　都市計画決定されている近
隣公園は，引き続き整備を進
めるとともに，整備にあたって
は，公園空白地帯に優先的に
配置します。

都と市区町村が策定する「都市計画公園・
緑地の整備方針」及び「緑確保の総合的な
方針」の改定にあたり，今後優先的に整備
していく箇所と確保していく箇所の整理を行
いました。
公園空白地帯である内藤地区に都市公園
を整備するために都市計画決定をしまし
た。
「整備計画」の策定に向け他自治体の事例
を研究し，どのような計画にすべきかの検
討を行いました。

公園空白地帯を解消するべく，
内藤地区に都市公園の整備を
するために，公有化し設計を行
います。

公園空白地帯を解消するべく，内藤地区の
都市計画公園の内藤さつき公園について，
既存公園部の隣接地を公有化し市民の意
見を聴きながら設計を行いました。

評価３
戸倉公園の整備方針・整備像
の検討

近隣公園である戸倉公園の一部につ
いて，整備方針の検討を行います。

施策の方向

（２）都市計画公園・緑地の整備・見直し

28 緑と建築課

　都市計画
決定済公
園・緑地の
整備

　都市計画決定された公園・緑
地については，引き続き整備
を進めます。

恋ヶ窪樹林地（都市計画名：恋ヶ窪緑地）に
ついて，用地買収を行いました。
平成30年度に市民の意見を聞きながら設
計したものに基づき，整備をし，リニューア
ルしました。

内藤さつき公園について，土地
の買収を行い，市民の意見を
聞きながら設計を行います。

内藤さつき公園について，既存公園部を拡充す
べく隣接地を公有化し市民懇談会を実施して整
備内容についての意見を聴きながら設計を行い
ました。

評価３ 内藤さつき公園の拡大整備
Ｒ２年度に作成した設計に基づき，整
備を行っていきます。

29 緑と建築課
　都市計画
公園・緑地
の新規指定

　新たな都市公園の整備につ
いては，必要に応じて都市計
画公園・緑地に指定し，整備を
進めます。

内藤さつき公園の都市計画決定を市民説
明会などの手続を経て行いました。

内藤さつき公園の公有化，市民
の意見を聞きながら,設計を行
います。
姿見の池緑地の拡大に向け，
市民説明会などの手続を経て，
都市計画決定をします。

内藤さつき公園では，公有化と設計を完了しま
した。また，姿見の池緑地では，都市計画緑地
の区域を広げるため，市民説明会などの手続を
経て，隣接する西恋ヶ窪若松公園を区域内に入
れる都市計画の変更を行いました。

評価３
指定する土地の都市計画決定
手続

Ｒ３年度の予定案件はありませんが，
必要に応じて指定を行います。

30
②都市計画
公園・緑地
の見直し

緑と建築課

　長期未着
手の都市計
画公園・緑
地の指定見
直し検討

　都市計画決定された公園・緑
地のうち，社寺境内地等長期
未着手となっている区域につ
いては，特別緑地保全地区制
度等への位置づけ変更につい
て検討します。

都と市区町村が策定する「都市計画公園・
緑地の整備方針」及び「緑確保の総合的な
方針」の改定にあたり，今後優先的に整備
していく箇所と確保していく箇所の整理を行
いました。
「整備計画」の策定に向け他自治体の事例
を研究し，どのような計画にすべきかの検
討を行いました。

長期未着手の都市計画公園に
ついて，具体的な方向性を検討
します。

都と市区町村でＲ２年度に改定した「都市計画
公園・緑地の整備方針」の検討の中で，都市計
画決定されている長期未着手の都市計画公園
は，社寺が所有していることが多く，公園と同等
の機能を有することとして整理しました。

評価３

Ｒ３年度からの実施計画の施策として
いないため，目標値としては定められ
ておりませんが，適宜対応していきま
す。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方

①都市計画
公園・緑地
の整備
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施策の方向
（３）身近な公園・緑地の整備・充実

31 緑と建築課

　身近な公
園の市民参
加による計
画的な整備

　誰もが気軽に利用が可能な
公園を距離圏などを考慮しつ
つ計画的に整備します。なお，
整備にあたっては，計画段階
から住民参加を促し，地域の
意向を踏まえた，誰もが安全
で使いやすいユニバーサルデ
ザインの考え方に基づいた公
園整備を進めます。

都と市区町村が策定する「都市計画公園・
緑地の整備方針」及び「緑確保の総合的な
方針」の改定にあたり，今後優先的に整備
していく箇所と確保していく箇所の整理を行
いました。
内藤地区に作る都市公園の都市計画決定
をするにあたり，説明会を行い住民からの
意見をいただきました。
「整備計画」の策定に向け他自治体の事例
を研究し，どのような計画にすべきかの検
討を行いました。

内藤地区に整備する都市公園
を設計するにあたり，住民説明
会を行い，地域の意向を踏まえ
て設計します。

内藤地区に整備する都市公園を設計するにあ
たり，住民説明会を行い，地域の意向を踏まえ
て設計しました。

評価３
姿見の池緑地の整備に関する
市民懇談会の実施

姿見の池緑地の整備に関する市民懇
談会を実施していきます。

32
道路管理
課

　道路の残
地などを利
用したポケ
ットパークの
整備

　道路の残地等を利用し，気
軽に休憩できるスペースとして
ポケットパークを整備します。

継続して調査を実施したが，有効利用可能
なスペースはありませんでした。

現状のポケットパークを適切に
維持管理していくと共に，ポケッ
トパークの整備について，調査
を継続的に実施していきます。

整備対象となる有効利用可能なスペースはあり
ません。既存ポケットパークは，樹木せん定を行
いました。

評価３

Ｒ３年度からの実施計画の施策として
いないため，目標値としては定められ
ておりませんが，引き続き樹木せん定
等，維持管理を行います。

33

②開発行為
等による新
たな公園の
確保

緑と建築課

　開発事業
に伴う提供
公園整備の
促進

　一定規模以上の開発事業に
ついては，「国分寺市まちづく
り条例」に基づき公園の設置を
促進します。なお，公園設置に
あたっては，安心・安全で快適
な公園空間となるよう，事業者
との協議を実施していきます。

開発事業に伴う3箇所の提供公園を開園し
ました。（戸倉ささ公園，内藤さつき公園，日
吉町どんぐり公園）

開発事業に伴う提供公園整備
の協議を行います。

開発事業のうち，大規模なものについては提供
公園の整備が必要になるため，４件の案件で公
園を整備する位置や内容について，市民が親し
める公園になるよう協議しました。

評価３ 提供公園の供用開始（４公園）

Ｒ２年度に整備位置や内容を協議して
きた提供公園について，引継ぎ等の手
続きが完了次第，供用開始していきま
す。

施策の方向
（４）特色ある公園・緑地の整備

34
①史跡指定
地の公園化

ふるさと文
化財課

　史跡指定
地の公有地
化と公園整
備

　本市の歴史資源と湧水など
の自然資源の一体的な保全
のため，史跡武蔵国分寺跡周
辺の史跡指定地の公有地化と
公園整備を引き続き進めま
す。

①史跡指定地の公有地化を推進しました。
（818㎡直買い，547㎡公社買戻し）
②僧寺中枢部周辺地区のうち中門東側の
整備工事が完了しました。

①史跡指定地の公有地化を推
進します。（90㎡直買い，901㎡
公社買戻し）

①史跡指定地の公有化を推進しました。（63.16
㎡直買い，2821.4㎡公社買戻し）
②伽藍中枢地区のうち中門東側一角の整備工
事が完成いたしました。

評価４ 284㎡の公有地化

相続等による買収の時機を逸すること
なく史跡指定地の公有化を進めていき
ます。整備に関しては，４年度以降の
整備工事に向けた準備を進めていきま
す。

施策の方向
（５）安全で安心できる公園の整備・充実

35
①公園の防
災機能の向
上

防災安全
課

　身近な公
園の防災機
能の整備

　災害時の一時的な避難場所
としても活用する身近な公園
については，防災備蓄倉庫，
災害用トイレ等の設置整備を
進めます。

・姿見の池に設置された防災倉庫は，西
恋ヶ窪一丁目地域連合防災会が管理する
協定を締結した。
・大規模開発に伴う提供公園内に，さつき
井戸（内藤）が設置され７月から管理してい
る。また，西町の開発に伴い設置される自
主管理公園内に，防災井戸の設置を要望
し，設置された。
・設置済みのむかしの井戸の点検及び水質
検査を実施した。点検時に故障が判明し，
令和２年度に修繕を予定している。水質検
査について，検査項目のうち基準値を超え
る項目があったが，飲用ではなく生活用水
としての活用を想定しているため，引き続き
飲用はしないことを周知した。

・大規模開発等で防災用井戸
の設置を検討していただけるよ
うに要望する。
・設置済みのむかしの井戸の
点検を実施し，修繕が必要な場
合は対応を行う。

・宅地開発事業のまちづくり条例に基づく協議に
おいて，防災備蓄倉庫やマンホールトイレ，む
かしの井戸等の防災関連設備の設置を求め，
防災機能の整備を図りました。
・設置済みのむかしの井戸の点検及び水質検
査を実施した。水質検査について，検査項目の
うち基準値を超える項目があったが，飲用では
なく生活用水としての活用を想定しているため，
引き続き飲用はしないことを掲示等により周知し
た。東恋ヶ窪でんしゃ公園井戸の修繕を実施し
た。

評価３ 公園内の防災機能の整備

・引き続き大規模宅地開発事業におい
てまちづくり条例に基づき設置する公
園に，防災機能の整備を進めます。
・設置済みのむかしの井戸の点検を実
施し，修繕が必要な場合は対応を行い
ます。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方

①誰もが気
軽に利用で
きる身近な
公園の整
備・充実

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方
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施策の方向
（６）公園・緑地の適切な維持・管理

36
①公園台帳
の作成

緑と建築課

　都市公園
台帳に加え
市立公園台
帳の作成検
討

　公園内施設の配置状況や遊
具の導入時期，点検・修繕履
歴などを管理する公園台帳に
ついて，既に作成している都
市公園に加え，市立公園につ
いても作成することを検討しま
す。

新規の公園及び変化のあった公園につい
て，公園台帳の更新を行いました。

公園台帳の更新を行います。
公園台帳に変更のあった箇所について，台帳を
更新しました。

評価３

Ｒ３年度からの実施計画の施策として
いないため，目標値としては定められ
ておりませんが，引き続き公園台帳を
更新していきます。

37
②公園施設
の定期的な
点検

緑と建築課
　公園施設
の定期点検
の実施

　誰もが安全・安心に利用でき
るように，公園内施設の定期
点検を実施します。

遊具を設置している全ての公園の点検を実
施した結果，133公園中６件，D判定（緊急
修繕が必要または破棄）があり，当該遊具
全ての修繕及び撤去を行いました。

遊具設置公園の点検を実施し
ます。

遊具を設置している全ての公園の点検を実施し
た結果，136公園中，D判定（緊急修繕が必要ま
たは破棄）はありませんでした。

評価３
遊具を置いている全ての公園
で点検を実施

引き続き点検を実施していきます。

38
③公園施設
の機能更
新・充実

緑と建築課
　公園内施
設の更新・
廃棄の検討

　公園施設の機能充実を図る
ため，公園修繕・改修に関する
計画を策定するとともに，定期
点検の結果，問題が確認され
た施設等については，維持管
理コストなどを考慮した上で公
園内施設の更新・廃棄を検討
します。

「公園・緑地の総合的な維持管理計画」に
基づき，30件の公園施設（スプリング遊具，
ベンチなど）の更新・補修を実施しました。

「公園・緑地の総合的な維持管
理計画」に基づき，公園施設の
更新・補修を実施します。

「公園・緑地の総合的な維持管理計画」に基づ
き，29件の公園施設（スプリング遊具，ベンチな
ど）の更新・補修を実施しました。

評価３
18件の公園施設の更新・補修
を実施

引き続き遊具の更新・修繕を計画的に
実施していきます。

39

④地域によ
る身近な公
園の維持・
管理

緑と建築課

　市民と市
との協働に
よる公園の
維持・管理

　小規模な公園等は，地域の
市民や市民活動団体の理解を
得て「公園サポート事業」への
登録を促し，公園清掃等につ
いてサポート団体による維持・
管理を実施します。

既に登録している団体が，追加で１公園を
新規に登録しました。また団体登録の取消
が１団体１公園あり，累計29団体，39公園
になりました。

サポート団体の指定の継続をし
ます。登録団体増加に向けた
取組を行います。

新規に１団体１公園登録しました。また団体登
録の取消が１団体１公園あり，累計29団体，39
公園になりました。

評価３ 32団体42公園

自治会，団体が集まる場での事業の紹
介，HP，ツイッターでの事業の紹介等
を行い周知を実施し登録団体増加の
取組を行います。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方
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基本方針
４．まち中の緑化
施策の方向
（１）公共公益施設の緑化

契約管財
課

市役所敷地内の空間にあるプランターで草花の
植え替えを行いました。

市役所敷地内の空間にプランター
で草花などを植えて積極的に緑化
を図ります。

市役所敷地内の空間にあるプランターで草花の
植え替えを行いました。

評価３
緑のカーテンや市民の目の届く
ところへの緑化

引き続き継続していきます。

契約管財
課

選挙管理委員会事務局前に緑のカーテンを設
置しました。

選挙管理委員会事務局前に緑の
カーテンを設置して緑化を図りま
す。

選挙管理委員会事務局前に緑のカーテンを設
置して緑化を図ります。

評価３
緑のカーテンや市民の目の届く
ところへの緑化

引き続き継続していきます。

子ども子育
て事業課

昨年の天候によりグリーンカーテン用の種が発
芽せずに終了してしまった。プランター栽培休み
園庭での菜園にては各種の野菜などの収穫が
できたり，花壇に花を植えたりした。

昨年同様、グリーンカーテンや菜
園などに取り組を実施する。

＜保育所＞
・グリーンカーテンを１施設で実施しました。
・菜園での野菜等の栽培を１施設で実施しまし
た。

＜学童＞
・花壇３施設で実施しました。
・グリーンカーテン４施設で実施しました。
・プランター７施設で実施しました。
・ツツジの植え込み１施設で実施しました。
・生け垣の緑化１施設で実施しました。

評価４

＜保育所＞
・グリーンカーテン１か所
・園庭の植栽の管理

＜児童館＞
・花壇の緑化２館で実施
・グリーンカーテンの設置１館で
実施

＜学童＞
・花壇３施設で実施
・グリーンカーテン４施設で実施
・プランター７施設で実施
・ツツジの植え込み１施設で実
施
・生け垣の緑化１施設で実施

引き続き継続していきます。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方

40
　公共施設
の積極的な
緑化

　学校，市役所，公民館等の
公共施設については，市内の
緑化モデルとして，シンボルツ
リーの植栽等，可能な限り積
極的な緑化を図ります。公民館課

【本多公民館】
引き続き市民有志が適宜花壇等の維持を行い
ました。
中庭については，整地を行い，植木を置く台を
完成させた。

【恋ヶ窪公民館】
自主グループによる中庭での赤米栽培も３年目
を迎え，秋には収穫を楽しみました。冬は市民
から寄贈いただいたパンジーを公民館入口に
置いて美観に努めました。残念ながら，環境部
よりいただいたゴーヤの苗は夏の猛暑のため
生育が不十分でした。

【光公民館】
公民館運営サポート会議と共催でプランターや
花壇を１月に整備し，敷地内の緑化と美観の確
保に努めました。

【もとまち公民館】
自主グループ「みどりとゆびの会」の協力で，毎
月１回程度，公民館周辺の花壇等の維持を行
い，敷地内の緑化と美観の確保に努めました。
公民館職員がゴーヤの緑のカーテンを作成しま
したが猛暑のため生育が悪くカーテンにはなり
ませんでした。

【並木公民館】
公民館主催事業「くぬぎ教室」で，農業を営むス
タッフの指導により敷地内に「くぬぎファーム」と
名付けて落花生，ミニトマト，トウモロコシを栽
培，トウモロコシは収穫直前に害獣の食害に遭
いましたがその他の収穫物は活動の中で試食
をして食育にもつなげました。落花生を収穫した
後には菜花と野良坊菜を植えて引き続き緑化
に努めました。また，駐車場脇にも花壇を作り
チューリップの球根を植えました。

市民協働による緑化（５館）
公民館全館で市民との協働による
緑化を継続及び拡充するよう努め
ます。

【本多公民館】
引き続き市民有志が適宜花壇等を維持しまし
た。中庭についてはレイズドベッドや椅子・テー
ブルを設置し，憩いの場としました。

【恋ヶ窪公民館】
自主グループによる２階中庭での赤米栽培も4
年目を迎えましたが、夏の猛暑のため生育が不
十分でした。

【光公民館】
公民館運営サポート会議のメンバーとともに定
期的に玄関前の花壇等の維持を行い，敷地内
の緑化と美観の確保に努めました。

【もとまち公民館】
自主グループ「みどりとゆびの会」の協力で，毎
月１回程度，公民館周辺の花壇等の維持を行
い，敷地内の緑化と美観の確保に努めました。

【並木公民館】
障害者を対象とした公民館主催事業の「くぬぎ
教室」の中で農業に精通したスタッフの指導に
より，引き続き公民館敷地内で「くぬぎファーム」
を作り落花生と綿花を栽培し，緑化に努めまし
た。

評価４
＜５館>
グリーンカーテンの設置

地域のシンボル，緑化のモデルとして，
地域住民や利用者と連携してグリーン
カーテンを含めて緑化を進めていく。

　公共施設の屋上緑化や壁面

①公共公益
施設の緑化
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まちづくり
計画課

・地球温暖化防止とその普及・啓発を目的とし
て，ゴーヤとアサガオの種を配布しました。ゴー
ヤとアサガオは，夏の強い日差しの遮断や室温
上昇の防止などにより，エアコンの使用時間を
減少することで「省エネルギー」につながりま
す。市報，ホームページ及びツイッターで広報
し，希望する公共施設や市民に配布を行いまし
た。
　また，市民への配布時には「環境家計簿モニ
ターへの登録」等，環境配慮に関するチラシを
添付し環境に関する啓発を併せて行いました。
配布数：1,000袋（ゴーヤ・アサガオ各500袋）

市民・公共施設にゴーヤやアサガ
オの種を配布し，屋上や壁面緑化
を引き続き呼びかけ，地球温暖化
防止等環境に関する普及・啓発を
図ってまいります。
配布予定数：1,000袋（ゴーヤ・アサ
ガオの種 各500袋）

・地球温暖化防止の普及啓発を目的に，ゴーヤ
とアサガオの種を配布しグリーンカーテンの設
置を促進しました。ツル状の植物を窓の外や壁
面に張ったネット等に這わせることにより，夏の
強い日差しの遮断や室温上昇の防止効果が得
られることにより，エアコンの使用時間を減少す
ることで「省エネルギー」に繋がります。
配付にあたり，市報，ホームページ及びツイッ
ター（課）で広報し，希望する公共施設や市民に
配布を行いました。
　また，市民への配布時には「環境家計簿モニ
ターへの登録」等，環境配慮に関するチラシを
添付し環境に関する啓発を併せて行いました。
配布数：1,000袋（ゴーヤ・アサガオ各500袋）

評価３
市民や公共施設にグリーンカー
テンの設置についての普及啓
発

地球温暖化防止の観点から，引き続き
グリーンカーテンの設置について，市
報，ホーページ等を用いて広報を行
い，普及啓発を図っていきます。

教育総務
課

壁面緑化については，大規模工事等の影響で
全ての学校では実施できなかったが，２校の学
校ではつる性植物による緑のカーテン等を設置
しました。

引き続き，壁面緑化については，
各学校のつる性植物植栽による
緑のカーテン等を推進する。

学校の授業を通じて，小学校４校，中学校１
校の計５校で緑のカーテンの設置を行い，
昨年実績を上回った。

評価４ 小中学校３校で設置
今後も引き続き，授業等での緑のカー
テン設置を行っていく。

地域共生
推進課

福祉センターでゴーヤの栽培を行い，利用者と
の会話の糸口にもなりました。

植物の栽培を継続して行います。
福祉センターの入口周囲にゴーヤ・ユウガオ等
の植物を栽培し、緑化及び利用者への鑑賞の
場を提供することができました。

評価３
＜福祉センター＞
グリーンカーテン１か所

引き続き指定の継続をしていきます。

42
②緑化され
た幹線道路
の整備

まちづくり
計画課　　　　
まちづくり
推進課

　都市計画
道路の街路
樹の確保

　都市計画道路などの幹線道
路については，延焼遮断機能
や都市景観の向上を図るた
め，街路樹の確保を図ります。
　なお，街路樹の樹種選定等
については，住民の意向を踏
まえつつ，将来的な歩道部の
根張り損傷等を考慮した植栽
とします。

＜まちづくり計画課＞
市民からの要望等はなかったため東京都への
要望は行っていません。

＜まちづくり推進課＞
市民からの要望等はなかったため東京都への
要望は行っていません。

市民のニーズ等を踏まえ必要に応
じて東京都へ要望

＜まちづくり計画課＞
市民からの要望等はなかったため東京都への
要望は行っていません。

＜まちづくり推進課＞
市民からの要望等はなかったため東京都への
要望は行っていません。

評価１
都市計画道路事業の用地取得
の実行

Ｒ３年度から建設事業課へ引き継いで
いきます。

43
③河川など
の緑化

緑と建築課
　野川や用
水路周辺の
緑化

　野川や用水路の水辺空間
は，潤いのある景観形成に果
たす役割が大きいことから，東
京都との調整を図りながら，緑
化を進めます。

野川については，東京都に対して野川の多自
然化の早期整備について要望を引き続き行い
ました。また，砂川用水についても，引き続き市
民団体と協働して清掃や緑化による維持管理を
実施しました。

野川については，東京都に対して
野川の多自然化の早期整備につ
いて要望を継続し，また，市民との
協働による砂川用水周辺の緑化
を行います。

野川については，東京都に対して野川の多自然
化の早期整備について要望を引き続き行いまし
た。また，砂川用水についても，引き続き市民団
体と協働して清掃や緑化による維持管理を実施
しました。

評価３

・東京都への要望及び市民懇
談会を開催                                                                
・姿見の池緑地内用水路周辺
の緑の維持管理

・野川の整備については，引き続き取
組を継続していきます。
・姿見の池緑地内の水路について親水
化整備の検討を市民と行います。

公共施設の
屋上・壁面

緑化

　公共施設の屋上緑化や壁面
緑化を推進し，市民や事業者
に対し，その緑化方法や効果
等の普及・啓発を図ります。

公民館課
公共施設の
屋上・壁面
緑化

公共施設の屋上緑化や壁面
緑化を推進し，市民や事業者
に対し，その緑化方法や効果
等の普及・啓発を図ります。

【本多公民館】
引き続き市民有志が適宜花壇等の維持を行い
ました。
中庭については，整地を行い，植木を置く台を
完成させた。

【恋ヶ窪公民館】
自主グループによる中庭での赤米栽培も３年目
を迎え，秋には収穫を楽しみました。冬は市民
から寄贈いただいたパンジーを公民館入口に
置いて美観に努めました。残念ながら，環境部
よりいただいたゴーヤの苗は夏の猛暑のため
生育が不十分でした。

【光公民館】
公民館運営サポート会議と共催でプランターや
花壇を１月に整備し，敷地内の緑化と美観の確
保に努めました。

【もとまち公民館】
自主グループ「みどりとゆびの会」の協力で，毎
月１回程度，公民館周辺の花壇等の維持を行
い，敷地内の緑化と美観の確保に努めました。
公民館職員がゴーヤの緑のカーテンを作成しま
したが猛暑のため生育が悪くカーテンにはなり
ませんでした。

【並木公民館】
公民館主催事業「くぬぎ教室」で，農業を営むス
タッフの指導により敷地内に「くぬぎファーム」と
名付けて落花生，ミニトマト，トウモロコシを栽
培，トウモロコシは収穫直前に害獣の食害に遭
いましたがその他の収穫物は活動の中で試食
をして食育にもつなげました。落花生を収穫した
後には菜花と野良坊菜を植えて引き続き緑化
に努めました。また，駐車場脇にも花壇を作り
チューリップの球根を植えました。

市民協働による緑化（５館）
公民館全館で市民との協働による
緑化を継続及び拡充するよう努め
ます。

【本多公民館】
ゴーヤの生育が難しく壁面緑化は行っていませ
んが，２階和室前の庭園の維持に努めました。

【恋ヶ窪公民館】
自主グループによる２階中庭での赤米栽培も4
年目を迎えましたが、夏の猛暑のため生育が不
十分でした。

【光公民館】
朝顔で壁面緑化に努めました。

【もとまち公民館】
公民館職員がゴーヤの緑のカーテンを作成しま
したが猛暑のため生育が悪くカーテンにはなり
ませんでした。

【並木公民館】
朝顔による「緑のカーテン」の育成を行い，壁面
緑化に取り組みました。

評価３
＜５館>
グリーンカーテンの設置

夏の最高気温が上昇していることで，
プランターを使ってのゴーヤによる緑の
カーテンの生育は困難になってきてい
る。他品種を含めて検討する必要があ
ります。

41
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施策の方向
（２）民有地の緑化

44
①開発事業
に対する緑
化指導

緑と建築課

　開発敷地
内の緑化充
実と接道緑
化の促進

　一定規模以上の開発事業に
ついては，「国分寺市まちづく
り条例」の緑化基準に基づき，
開発敷地内の緑化を促進しま
す。
　なお，緑豊かな市街地景観
形成の観点から，商業地等も
含め優先的な接道部の緑地
帯確保を促進します。

開発緑化指導時における接道部への緑地帯設
置要請を実施した結果，52件中36件で接道部
へ設置されました。

開発事業における接道部の緑創
出等に配慮した緑化指導を継続し
ます。

開発緑化指導時における接道部への緑地
帯設置要請を実施した結果，50件中35件で
接道部へ設置されました。

評価３ 全ての案件で要請
開発事業における接道部の緑創出等
が行われるように緑化協議を継続しま
す。

基本方針
５．緑と水のネットワーク
施策の方向
（１）拠点や軸を構成する緑や水辺の保全・整備

45
建設事業
課

　幹線道路
及び沿道空
間の緑化

　都市計画道路などの幹線道
路については，高木と低木に
よる街路樹の植栽，沿道空間
の緑化により，広がりのある緑
やオープンスペースを確保し
ます。

国３・４・12号線の用地買収(117.11㎡)及び
道路設計を行いました。

国３・４・12号線の用地買収及
び道路設計を行います。

国３・４・12号線の用地買収(542.55㎡)及び
道路設計を行いました。

評価３
都市計画道路事業の用地取得
の実行

引き続き国３・４・12号線の用地買収及
び道路設計を行います。

46 緑と建築課

　用水路周
辺の緑化・
親水空間化
の検討

　既存の通水用水路について
は，周辺の緑化や親水空間と
しての整備を検討します。

砂川用水の親水施設で，安全に考慮して護
岸整備をしました。

砂川用水の親水施設での整備
をします。

並木町の親水施設（砂川用水）でより親しまれ
るよう親水施設の改善を検討しました。

評価２
姿見の池緑地内水路の整備内
容の検討

姿見の池緑地内の水路について親水
化整備の検討を市民と行います。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R１年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方

①市内を
ネットワーク
する緑や水
辺の保全・
整備
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基本方針
６．協働による緑づくり
施策の方向
（１）緑地の保全及び緑化への意識の醸成

47 緑と建築課
　（仮称）緑
の情報セン
ターの設置

　緑と水に関わる情報を集積・
管理し，自然環境に関する情
報提供の拠点となる「（仮称）
緑の情報センター」を設置しま
す。

緑や水に関する各種イベント情報なども含めた
自然環境に関する制度・情報の周知を行いまし
た。市民活動センター内の一部を活用し，上記
の資料配架をしました。また，ホームページに各
行事等を掲載したり，ツイッターでも情報発信を
行いました。

緑に関する情報の発信を行いま
す。
緑の情報センターの設置方策の
検討を行います。

緑や水に関する各種イベント情報なども含めた
自然環境に関する制度・情報の周知を行いまし
た。市民活動センター内の一部を活用し，上記
の資料配架をしました。また，ホームページに各
行事等を掲載したり，ツイッターでも情報発信を
行いました。

評価３
・資料配架                                                      
・運営方法について検討

緑に関する情報の発信を行います。
緑の情報センターの設置方策の検討を
行います。

48 緑と建築課
　エコミュー
ジアムの紹
介・活用

　市内のエコミュージアムであ
る樹林地や水辺空間などを紹
介するパンフレット作成や散策
活動について，市民活動団体
などの協力を得ながら実施し
ます。

エックス山等市民協議会と共催で，国分寺崖線
や平兵衛樹林地などを巡るエコミュージアム事
業（参加者24名）を実施しました。
「いつも見慣れた場所で発見があり，うれしく思
いました」などの意見があり，好評でした。

市民団体との協働による事業の実
施をします。

エックス山等市民協議会と共催で，国分寺崖線
や野川上流端から湧水地を巡るエコミュージア
ム事業を実施しました。

評価３
エコミュージアムを散策するイ
ベントの実施

市民団体との協働による事業の実施を
します。

49
ふるさと文
化財課

　緑地等に
おける案内
図，解説
板，樹名板
等の設置

　緑地等の自然空間や散策路
について，市民活動団体や事
業者などの協力を得ながら，
来訪者にわかりやすい案内
図，解説板，樹名板等を設置
します。

東僧房付近に解説看板を１箇所設置しました。
湧水園内の池の修繕にともない，散策用の案
内図を新たに設置しました。

市内の文化財や歴史的な場所へ
の解説版の設置を検討します。

伽藍中枢地区に解説板４基設置しました。また
今後整備工事を行う北方地区・塔地区には置き
型の看板を設置しました。

評価４

Ｒ３年度からの実施計画の施策として
いないため，目標値としては定められ
ておりませんが，引き続き市内の文化
財や歴史的な場所への解説板の設置
を検討します。

50 緑と建築課

　緑に関す
る助成制度
案内の作成
と周知

　緑に関する助成制度案内等
を作成し，窓口，広報，ホーム
ページ等を通じて周知します。

生け垣造成の補助の案内を窓口，市報，ホー
ムページで広報しました。

緑の助成制度等に関する情報周
知を継続します。

生け垣造成の補助の案内を窓口，
市報，ホームページで広報しました。
２件の申請があり，生け垣造成の総延長は13.3
ｍ行いました。

評価３

Ｒ３年度からの実施計画の施策として
いないため，目標値としては定められ
ておりませんが，引き続き緑の助成制
度等に関する情報周知を継続します。

緑と建築課

バードウォッチングを秋の１回（参加者39名）（春
は雨天中止），子ども自然教室を植物編（参加
者13名）と昆虫編（参加者2日間延べ69名）の各
１回，湧水源周辺散策（参加者47名）を１回実施
し，自然に親しんでもらいました。
「カワセミが見られてよかった」（バードウォッチ
ング），「国分寺の地形や歴史を学ぶことができ
た」（湧水源周辺散策）などの意見があり，好評
でした。

バードウォッチングなどの催しの開
催を行います。

コロナ感染症対策のため各催しは実施しません
でしたが，ＨＰ等の活用で催しの開催に代わる
緑化意識向上に資する取組を実施しました。

評価３ 各催しの開催
コロナ感染症による影響を考慮に入れ
ながら実施を検討します。

子ども子育
て事業課

児童館合同夏季キャンプを1回・児童館合同遠
足を2回実施しました。

児童館遠足の実施により，自然と
触れ合う機会を設け，緑化への関
心を持ってもらう。

＜保育所＞
・菜園での野菜の栽培や収穫物での食育を実
施いたしましました。
＜児童館＞
コロナ感染症対策のためキャンプと遠足は中止
しました。
代わりに季節を感じるよう季節の果物の折り紙
飾りにするなど，館内装飾を工夫しました。

評価２

<児童館>児童館６館合同野外
活動を年間３回実施。

<学童>
・集会での話や読み聞かせ４施
設実施。
・装飾や工作に自然物を取り入
れることを４施設実施。
・庭や所外，戸外で植物に触れ
ることを６施設実施。

＜保育所＞
・菜園を通じた食育活動を１施設で実
施していきます。

＜児童館＞
コロナ感染症の動向を見据えて，感染
防止対策を講じ，児童館遠足と児童館
キャンプを実施していきます。

＜学童＞
コロナ感染症の動向を見据えて，感染
防止対策を講じ，集会所での話や読み
聞かせを実施していきます。

52
③緑に関す
る学習機会
の提供

緑と建築課

　自然環境
学習の実施
による緑化
意識等の啓
発　　

　自然とふれあうような環境学
習の実施や地域の緑化活動
への参加を促すことで，子ども
たちに自然環境に対する興
味・関心を持ってもらい，緑地
保全及び緑化推進意識等の
啓発を図ります。

子ども体験学習の植物編（参加者13名）及び昆
虫編（参加者2日間延べ69名）を実施し，自然へ
の関心を持ってもらいました。
「いろいろな植物を見られて楽しかった」（植物
編），「せみの抜け殻を探したり，集めたりしたこ
とが楽しかった」（昆虫編）などの意見があり，好
評でした。

子ども体験学習の植物編及び昆
虫編を実施します。

コロナ感染症対策のため催しは実施しませんで
した。しかし，西恋ヶ窪緑地に植物についての説
明板を設置し，密にならないよう呼びかけるとと
もに，各小学校生徒へのビラ配付及びHPで紹
介を行いました。

評価３ 各催しの開催
コロナ感染症による影響を考慮に入れ
ながら実施を検討します。

53
④緑のリサ
イクル運動
の推進

ごみ減量
推進課

　剪定枝の
再利用

　緑地・樹林地などの樹木から
発生する剪定枝の再利用を図
ります。

　市報，ごみ・リサイクルカレンダー等の周
知により，前年度実績の数量（141トン）を上
回る収集量169トン(リサイクル率100％)で
あった。

　令和２年度も周知方法等を強化
し，剪定枝収集量253トン(リサイク
ル率100％)を目指し，更なるもや
せるごみの減量に努める。

令和2年度はリサイクル率は100％を維持し
た。しかし収集量については193トンであり，
令和元年度は上回りました。

評価４ せん定枝のリサイクル率100％

収集方法の変更（申込制→戸別収集）
へのシフトがあり増加が見込まれる
が，啓発のため周知については引き続
き力を入れていきます。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方

①緑に関す
る情報提供
の充実

51
②緑に関す
る催しの開
催

　自然に関
する催しの
開催による
緑化意識の
向上

　自然に関する催しを開催し，
緑地保全及び緑化推進に関
する市民意識の向上を図りま
す。
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施策の方向
（2）市民の手による緑のまちづくり活動の促進

道路管理
課

地域，学校等での人材発掘できず，フラ
ワーポット（７箇所）を委託して管理しまし
た。

地域，学校等での人材発掘を実施
していきます。フラワーポット（７か
所）の管理を実施します。

フラワーポット（７箇所）は委託にて管理しま
した。

評価３

Ｒ３年度からの実施計画の施策として
いないため，目標値としては定められ
ておりませんが，引き続き国分寺市農
業振興計画に基づき，委託にて維持管
理します。

緑と建築課

公園サポート事業において，13公園に花の種を
配布し，植栽してもらったところ，「子どもたちと
一緒に植えることで，子供に植物を大切にする
心が育っている」「利用者に好評」といった意見
をいただきました。

花の種の配付を継続します。

公園サポート事業において，13公園に花の種を
配付し，植栽してもらったところ，「四季それぞれ
の花を楽しんでいただいている」といった意見を
いただきました。

評価３
公園サポート事業において，８
公園以上で花の種の配付

引き続き花の種の配付を実施します。

施策の方向

（3）市民主体の緑のまちづくり活動への支援

55
①緑のボラ
ンティア制度
の充実

緑と建築課

　「緑のボラ
ンティア制
度」の周知
の充実

　市民がより気軽にボランティ
ア活動に参加できるような「緑
のボランティア制度」の周知の
充実を図ります。

ホームページ，市報とツイッターにおいてボラン
ティア制度と活動受入団体の周知をした結果，
１件の活動希望者の問合せと１件の受入団体
登録に向けての相談の問合せがありました。
市民の方が代表者に直接連絡がとれるよう制
度の改正をしました。

周知の充実（情報提供及び人材
確保）を行います。

緑と建築課窓口・cocobunjiプラザに資料の配架
やホームページで緑のボランティアの情報発信
を行いました。

評価３
新規活動希望者受入人数10人
以上

周知の充実（情報提供及び人材確保）
を行います。

56

②緑に関わ
る各種団体
の活動や地
域の活動へ
の支援

緑と建築課
　活動への
支援の拡充
検討

　緑地保全及び緑化推進に関
わるエックス山等市民協議会
などの活動に対する支援の拡
充を検討します。

緑地の保全・再生についてエックス山等市民協
議会などの活動に対し道具の貸出しや協働事
業の充実等に関するサポートを行いました。作
業時に収集した剪定枝等の回収処分，管理作
業等に必要な資材の運搬等の協力を行いまし
た。
特に台風19号による樹木等の撤去では，市と団
体で協力することができました。

市民団体への支援の充実を図り
ます。

緑地の保全・再生についてエックス山等市民協
議会などの活動に対し道具の貸出しや協働事
業の充実等に関するサポートを行いました。作
業時に収集した剪定枝等の回収処分，管理作
業等に必要な資材の運搬等の協力を行いまし
た。

評価３ 支援の仕方について検討

「緑のボランティア制度」に登録してい
る団体に活動用具の貸与・消耗品の支
給といった支援を実施する方策を検討
します。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方

54
①市民の手
によるまち中
の緑化

市民などに
よる「コミュ
ニティガー
デン」づくり
の促進

　緑豊かな街なみ形成に向け
て，地域住民等が道路や公園
などの公共施設の片隅などに
花や草木を植えて維持・管理
する「コミュニティガーデン」づく
りを促進します。

通
番 施策項目 担当課 具体施策 施策の具体内容等 R１年度実績 R２年度目標値 R２年度実績

R２年度
担当評価

協議会評価 R３年度目標値
R2年度実績を踏まえたR3年度目標値

に向けた考え方
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